
年以降、出生率はほぼ横ばいのまま推移していた。団塊の世代が親年

齢になった時期である ～ 年には、第二次ベビーブームにより、毎年

万人を超える出生数がみられ、 年代に入って 程度の合計特殊出

生率を維持していたが、オイルショック後の 年に を割り込み

まで下がり、それ以降一層の出生率の低下が続いた。また、平均寿命の延伸

や社会保障の充実等により 歳以上の高齢者層も次第に厚みを増してきて

いる。

低下し続ける出生率は ～ 年にやや回復したものの、 年以降、

再び低下すると、バブル経済期を通じて出生率の低下傾向は続いた。現在に

至る少子化の始まりといえる。 年にはひのえうまの年（ 年）の合計

特殊出生率 を下回る「 ショック」が起きるなど少子化が社会的に

強く認識されるようになった。第二次ベビーブーム以降、出生数は減少を続

けたため、 年頃には人口ピラミッドは不安定な壺形へと変わり始めた。

＜図表 日本の人口ピラミッド＞
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年代以降、バブル経済崩壊後の経済停滞期を通じて、合計特殊出生率

の低下はさらに進み、 年には と を割り込み、出生数も

万人と 万を割り込んだ。また、 歳以上の高齢者層が ％と厚みが更

に増す一方で、年少人口比率は ％まで低下した。

さらに 年には と を割り込むまで合計特殊出生率は低下し続

け、 年からは若干回復しているものの、 ～ 程度で推移している。

既に子どもを産む若い女性の人口が減少しているため、出生数の減少は続い

ており、一方で、団塊世代は 年から 歳を超え始め、団塊ジュニア世

代は 歳代に入り始めており、人口ピラミッドの壺形から花瓶形へ変わり

つつある。 年の出生数（概数）は約 万人と戦後最低の出生数となり、

万人を切るところまで近づいている。

（2）人口構成
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